
調査目的
施設マネジメントの更なる推進方策を検討する基礎資料とするため、国立大
学法人における施設マネジメントの取組を把握する。

調査対象 国立大学法人計86機関

調査期間 平成24年8月30日～9月28日

調査方法 アンケート形式

施設マネジメントとは

総合的かつ長期的観点に立って、施設を確保し活用するために行う 一連の取組をいう。

そのためには、各法人における全学的な体制づくりをはじめとして、既存施設の実態を的確
に把握した上で、目標を設定し、施設の有効活用や計画的・効果的な維持・改善を図り、そ
の適切な評価を行い、その結果を次の取組に反映させるというＰＤＣＡサイクルを確立し、
取組を継続的に循環させることが必要である。
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国立大学法人における取組状況調査

資料２－２



１（１）．実施体制

2

１．実施体制等

51

59%

27

32%

8

9%

全学的視点から施設マネ
ジメントを実施している

どちらかというと全学的
視点から施設マネジメン
トを実施している

どちらかというと全学的
視点から施設マネジメン
トを実施できていない

財務部門、施設部門及び所管部門が連携を取りながら、保有施設の管理・
運営を実行していますか。



１（２）．実施体制（２）

3

１．実施体制等

施設マネジメントの重要性について、施設担当部局の職員から役員会など
執行部に対して説明や発言をし、理解を得られていますか。

50

58%27

32%

8

9%

1

1%

0

0%

年に数回、説明会等出席後の機会を捉
えて説明し、理解を得ている

少なくとも年に一度程度は説明
し理解を得ている

着任時に説明し理解を得
ている

1年以上説明や発言をしていない

これまで説明や発言をしていない



２．施設マネジメントの取組内容
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１．実施体制等

63

17

40

1

22

5

3

0 10 20 30 40 50 60 70

スペース

コスト

クオリティ（維持管理）

土地

省エネ

マスタープラン

できていない

各カテゴリの主な内容
スペース：スペースチャージ、再配分 等
コスト：LCC、課金制度、一括契約 等
クオリティ：劣化診断、修繕計画策定 等
土地：寄付 等
省エネ：ESCORT、エネルギーの見える化 等
マスタープラン：マスタープランの作成 等

現在進めている施設マネジメントの取組内容と進捗状況を記載願います。



３（１）．リーダーシップのもとで進められた取組
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１．実施体制等

81

94%

5

6%

あり

なし

学長など執行部の発案やリーダーシップのもとで進められた施設マネジメン
トの取組がありますか。



３（２）．リーダーシップのもとで進められた取組のきっかけ
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１．実施体制等

23

9

32

64

52

28

13

0 10 20 30 40 50 60 70

1.施設の老朽化によ

る事故等の障害

2.不適切な維持管理

による事故等の障害

3.維持管理費の削減

4.省エネルギー対策

の推進

5.新たな整備需要

6.国等に各種提唱を

受けて

7.その他

学長など執行部が、施設マネジメントの取組を発案したきっかけを把握して
いる場合、次の中から選択願います。（複数回答可）



４（１）．施設全体の現状把握（１）

7

２．現状把握

施設利用状況調査において、各諸室を共通的に調査・把握している項目（施
設の基本情報及び施設の劣化・損耗状況を除く）を記入願います。

63

83

58

24

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

1.各諸室の利用者数

2.各諸室の利用用途・内容

3.各諸室の稼働状況（稼動時間や

稼働率等）

4.その他



４（２）．施設全体の現状把握（２）
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２．現状把握

41

48%
27

31%

17

20%

1

1%

すべての施設について計
画的な巡回点検により施
設の劣化・損耗状況を把
握している

建築基準法第12条に該当する全ての施設に
ついて計画的な巡回点検により部分的な施設
の劣化・損耗状況を把握している

一部の施設について計画的
な巡回点検により部分的に施
設の劣化・損耗状況を把握し
ている

計画的な巡回点検
を行っていない

計画的な巡回点検による施設の劣化・損耗状況の把握をしていますか。



５．長期的な維持管理費の推計
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２．現状把握

56

65%

3

4%

27

31%

本部が全学的に把握している
各部局が
各々把握して
いる

どこも把握していない

施設管理部局又は財務部局がキャンパス施設全体の長期的な維持管理費
（保守・清掃・環境・小破修繕など）を推計していますか。



６（１）．施設の基本情報の管理
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２．現状把握

4

5%

54

63%

15

17%

8

9%

5

6%

一部についてデータベース化
（電子化）している

一部について
データベース
化の上システ
ム化している

全施設についてデータ
ベース化している

全施設についてデータ
ベース化の上システム
化している

紙ベースで基本情報を整理している

施設の基本情報（実態報告・建物平面図・設備システム図及び設備台帳な
ど）をどのように管理されていますか。



６（２）．施設の基本情報の公表
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２．現状把握

施設に関する情報（配置・平面・利用状況・エネルギー使用量など）を、学内
の利用者（学生含む）に公表していますか。

30

35%

56

65%

0

0%

全てを公表
している

一部を公表し
ている

全て公表し
ていない



68

79%

18

21%

効果や反応等が
あった

効果や反応等が
なかった（感じら
れなかった）

６（３）．施設の基本情報の公表の効果
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２．現状把握

施設に関する情報を、学内の利用者に公表したことにより得られた効果（メ
リット）や反応はありましたか。



７．保有施設についての課題
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３．目標・計画の設定

40

46%

14

16%

18

21%

10

12%

4

5%

スペースの硬直化

管理・運営費の
財源確保

大学改革推進のための
キャンパス整備

その他
老朽化改善

保有施設について、最も優先する施設マネジメントの課題はどのようなこと
ですか。



８（１）．ベンチマーキング手法の実施
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３．目標・計画の設定

13

15%

55

64%

18

21%

実施していない

実施に向けて検討中

実施している

ベンチマーキング手法を用いた施設マネジメントを実施していますか。



８（２）．ベンチマーキング手法の課題

15

３．目標・計画の設定

1

7

18

3

2

7

4

0 5 10 15 20

データの活用方法がわ

からない

比較する大学がない・他

機関の抽出

人員及び人材不足

財源不足

作業時間不足

評価方法・項目の検討

情報量の不足

ベンチマーキング手法の実施についての課題等をご記入願います。



９（１）．目標の設定状況
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３．目標・計画の設定

30

35%

32

37%

24

28%

行っていない

課題の分析・評価を行っている

課題の分析・評価および解
決方策の策定を行っている

現状把握で得たデータ等を用いた課題分析評価等を行っていますか。



９（２）．目標設定の課題

17

３．目標・計画の設定

15

7

2

0 2 4 6 8 10 12 14 16

人員及び人材不足

データー不足

データの活用方法が

分からない

課題の分析・評価を行っていない理由又は分析・評価を行うに当たって阻害
となっていることをご記入願います。



１０（１）．実行の分析・評価の状況（自己点検評価）
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４．設定した・目標・計画及び実行の分析・評価

施設マネジメントの目標の達成状況等に関し、自己点検評価を行っています
か。



１０（２）．実行の分析・評価の状況（第三者評価）
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４．設定した・目標・計画及び実行の分析・評価

目標の達成状況に関し、外部専門家や第三者機関の協力を得て評価を
行っていますか。



１０（３）．実行の分析・評価の公表

20

４．設定した・目標・計画及び実行の分析・評価

現状把握で得た施設に関する情報の分析・評価の結果を、学内の利用者
（学生含む）に公表していますか。

21

24%

40

47%

22

26%

3

3%

全てを公表している

一部を公表している

全て公表していない

無回答



１０（４）．実行の分析・評価の公表方法
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４．設定した・目標・計画及び実行の分析・評価

公表している場合、公表方法（ＨＰ掲載、学内掲示板など）を記載願います。

42

3

16

2

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

HP

掲示板

委員会・会議等で報告

メール配信

紙媒体での公表



１０（５）．実行の分析・評価の公表の効果（１）
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４．設定した・目標・計画及び実行の分析・評価

施設に関する分析・評価の結果を、学内の利用者（学生含む）に公表したこ
とにより得られた効果（メリット）や反応はありましたか。

46

76%

13

21%

2

3%

効果や反応等があった

効果や反応等がなかった

（感じられなかった）

無回答



１０（６）．実行の分析・評価の公表の効果（２）

23

４．設定した・目標・計画及び実行の分析・評価

「1.効果や反応があった」場合、具体事項を記入願います。

13

13

7

3

2

8

8

0 2 4 6 8 10 12 14

施設マネジメントへの意識の向上

理解が得られた

施設利用の活発化

満足度の上昇

対応の迅速化が可能になった

省エネに効果があった

省エネ意識の向上



１１．評価結果の反映

24

４．分析・評価結果の検証・目標への反映

施設マネジメントに係るスペース・維持管理・機能向上の目標について、自
己点検評価を行った結果を反映し、全学的な目標を設定・変更し、実行して
いるかについて、反映状況をお答えください。


